
7. 医局 

部門の構成人数： 医師 3名 （内科 2名、 外科 1名） 

＜研究業績＞ 

1. 論文発表 

1) 大森信彦「認知症の方を優しく支えられる地元高校生を育てよう！」 

‘地域包括ケア みつネット’の取り組み：『注文を間違えるレストラン』企画の紹介. 

岡山県医師会報第 1536号 p20－21                  R2年 10月 25日発行 

2. 学会、研究会 

1） 『主役はあなた！協働でつくる岡山市の未来』（演者） 

大森信彦 

令和 2年度市民協働フォーラム(第 2回).  R2.11.23（岡山国際交流センター）  

3. その他 

（大森信彦） 

岡山県立御津高等学校運営協議会：R2.7.16、R2.10.26、R3.2.2（岡山県立岡山御津高校） 

御津医師会理事会：各月第３水曜（御津医師会事務局） 

岡山県地域包括ケアシステム学会理事会：R3.1.7（Web） 

日本医療マネジメント学会岡山県支部役員会：R2.10.3（Web） 

    大分大学医学部後援会理事会：R3.3.26(Web) 

 

金川病院病棟                                看護師長 濵村 早代 

1． 病棟の具体的な目標と評価 

1) 質の高い看護を提供する 

今年度修正した業務フローに対してスタッフにアンケート調査を実施し、11名中 10名より修正後の

業務フローでスムーズに勤務できているとの回答を得た。しかし情報収集の時間不足の課題が抽

出されたため今後は申し送り時間の短縮や廃止に取り組む。褥瘡に関して褥瘡監査表を使用して

毎月監査を実施し、皮膚統合性リスク状態の計画立案と日々の看護記録の記載はできている。今

年度の新規褥瘡発生件数は 11件、持ち込み褥瘡件数は 17件であった。新規発生に関しては、前

年度 15件であり、ADL低下及び栄養状態不良の患者が多い中で、皮膚の脆弱性に対して日々の

観察や処置を継続した結果、減少している。持ち込み褥瘡に関しても悪化させた事例はなかった。 

2)病院の運営・経営に参画する 

平均在院日数 32.6日、平均病床利用率 69.3％である。在宅復帰率 70％以上は維持できている。

退院時共同指導料は、8月から 10月の直近 3カ月の合計件数が 5件であり、算定要件の 6件に

満たず一度算定を落とした。自宅での看取りを望む事例に対して、かかりつけ医が当院であったた

め、退院時共同指導料の条件が整わず算定出来なかったが、退院時カンファレンスを通して家族

の要望に沿える関わりができ、看取りまで家族に寄り添うことができた。認知症ケア加算について、

スタッフの知識の統一を図るため年度を通して 3回勉強会を実施し、また令和 3年 1月から認知

症ケア加算チェック表を新たに作成し記載例も提示し活用した。その結果認知症ケア加算の算定漏

れはなかった。 

3)安全な医療、看護を提供する 

インシデントは 215件である。そのうち 0レベルインシデントは 32件で、前年度の 29件とほぼ同数

であった。前年度多かった着床及び離床センサー関連の 0レベルインシデントは減少し、今年度は

処方箋の単位数間違いや処方漏れなどを発見することができ未然に防ぐことができている。薬剤に

関する 1レベル以上のインシデントは 74件であり 6Rの徹底と内服の確実投与が課題である。感

染防止に関しては、手指消毒剤の個人持ちを継続したが、年間目標の 10回/日に到達できなかっ

た。新型コロナウイルス感染症対策として、当院の運用システムの話し合いは実施できているが、

マニュアルの完成には至っていない。 

4)専門職として学び続ける 

今年度の研修参加（新人・ラダー別・実施指導者）は 20件であった。そのうち伝達講習を実施でき

たのは全体の 8件（40％）であり、目標達成に至らなかった。看護研究は、前年度の研究を踏まえ

たユマニチュードの実践状況の把握について取り組んだ。結果として、ユマニチュードの理解に努

める機会を繰り返し持つことの重要性が得られた。 

5)看護の先輩として学生指導に携わる 

学生が、退院後の生活をイメージしながら患者及び家族の目標や、住宅環境、内服管理の方法、

入院前の生活状況などについて具体的に情報がとれ、日々の看護援助に活かして介入できるよう

に指導を行った。1回/週の病棟カンファレンスに参加をし、多職種連携や退院支援についての学

びが深まるように支援した。実習記録確認日以外でも、進捗状況を確認し教官と連携を図り指導に

活かした。学生の実習評価のうち、適切な指導を受けることができたかの評価は 4.9 と高かった。 
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6)活気ある職場を目指す 

時間外勤務時間の月平均は 16.5時間で前年度より増加している。時間外勤務時間内容としては、

看護記録に時間を要していた。しかし忙しい業務の中でも、チームを越えての残務調整などコミュニ

ケーションは取れており働きやすい雰囲気はできている。 

 

2． 病床運営状況 

  表 1 令和 2年度 病床運営状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．看護体制 

  表 2 令和 2年度 看護体制 （令和 2年 4月 1日現在） 

配置人数（人） 看護方式 夜勤体制（準：深） 

21 固定チームナーシング 2：2 

 

4． 看護統計 

1) 重症度、医療・看護必要度 

 表 3 令和 2年度 重症度、医療・看護必要度Ⅰ 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均 

基準を満たす 

患者の割合（％） 
8.6 12.3 23.1 26.6 24.4 27.3 20.0 10.7 25.2 29.9 43.6 27.5 23.3 

 

2) 部署データ 

  表 4 令和 2年度 退院時共同指導料算定数 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

退院時共同指導料 2

算定数（回） 
0 0 3 3 2 2 1 4 1 3 3 2 

 

  表 5 令和 2年度 認知症ケア加算算定患者数 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

認知症ケア加算算定

1日平均患者数（人） 
6.6 6.6 4.9 7.2 5.8 6.3 2.9 2.9 3 2.3 6.3 7.9 

 

 

新入院患者数（人） 退院患者数（人）

30
内科

外科
19.2 19.5 20.8 32.6

病床数（床） 稼働率（％）

69.3 71.5 8 72.4 13

収容可能

病床数（床）
診療科名

月平均 平均在院

患者数（人）

平均在院

日数（日）

病床

利用率（％）

病床

稼働率（％）

有料個室 死亡者数

（人）

地域包括ケア病床

在宅復帰率（％）

83.7
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